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 気象予報において，統計的モデルの果すべき役割は予報期間の長短に応じて異なる．短期予
報においては，数値モデルによる予測値を降雨確率の予測に結びつけるインターフェースとし
ての統計的モデルが重要である．
 気象庁で現在使用されているのは重回帰モデルであり，直観的で計算も容易であるが，計算
機の能力の向上，計算技術の発展を考慮すると，統計学的にはより降雨現象の記述に適してい
るベイズ型ロシットモデルの採用も考慮する必要がある．
 この研究は降雨確率予測にベイズ型ロシットモデルを利用する方法を確立し，重回帰モデル
との性能比較を行うことを目的とした．重回帰モデルにおいては説明変数の適切な選択が大切
であるが，ベイズ型ロシットモデルにおいて，これに相当するパラメータ推定法を実現するた
めの情報量規準の利用に関する研究を進め，新しい情報量規準WICを使う方法を試みた．
